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【活動レポート】 

１、ぬまづサマーガーデン関連行事 
８月のぬまづのビッグイベント「ぬまづサマーガーデン」のメインアーチストとして大木トオル氏が来沼するのに合わ

せ、今年もセラピードッグたちがやって来ました！当クラブでも、この機会を捉え多くのイベントを企画し、セラピード

ッグたちの活躍を啓蒙、ＰＲすることができましたので、その様子をご報告致します！ 

 

①老人福祉施設セラピードッグ訪問 
８月５日（土）介護老人保健施設「おおひら」をセラピードッグが訪問、動物介在療法のデモンストレーションを行いま

した。この施設では、従来ボランティアによる「動物ふれあい活動」を実施していましたが、入居者と一緒に歩行訓練

などリハビリのサポートを行うセラピードッグの導入は初めて。 

５０人ほどの入居者の皆さんは、プロミュージシャンである大木氏の楽しい進行に合わせ、活き活きとした時間を過

ごされていました。また、施設関係者の皆さんにもその効用とポテンシャルを十分ご理解頂くことができました。 

 

②大木トオル氏セラピードッグ講演会 
同じく８月５日（土）夕方より、沼津市第一地区教育文化部主催による講演会「セラピードッグ・チロリの感動ストーリ

ー～かけがえのない命を大切に」を沼津市第１小学校体育館にて行いました。 

大木トオル氏により捨て犬から救われ、セラピードッグとして大活躍した「名犬チロリ」の「闘病記」は１５０人以上の

観衆に大きな感動を与えました。 

 

 

チロリ通信！ＶＯＬ.３ 
発行元 ： ＮＰＯしずおかセラピードッグサポートクラブ 

〒410-0801 

沼津市大手町 1-1-3 沼津商連ビル 沼津市ＮＰＯセンター内 

電話＆FAX ０５５－９６３－９０１１ 

http://npo-stds.com/ 
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③ 障害を持つ子どもたちとのセラピードッグ触れ合い教室 
８月６日（日）県東部地域を対象に障害を持つ人と家族に対し各種支援事業を行っている「NPO 法人マム」との共催

により、沼津市千本小学校体育館にて触れ合い教室を行いました。障害を持つ子どもたちに、捨て犬だったセラピ

ードッグ達との触れ合いを通じ、「心のやすらぎ」と「命の大切さ」を実感して頂けたと思います。 

④ セラピードッグ「名犬チロリ」追悼写真展 
８月６日（日）沼津東急ホテル３階にて、名犬「チロリ」の功績を称え、チロリゆかりの地でもある沼津にて、当クラブ

主催、沼津信用金庫協賛による追悼写真展を開催しました。 

特に、大木トオル氏のコンサートが終了した後は、多くの市民、観衆が訪れ、名犬チロリやセラピードッグたちの活

躍を見て頂き、また、捨て犬の悲惨な現状も理解

頂けたと思います。 

 

２、写真展「ラストポートレート～この世に生を受けて」開催！ 
空前のペットブームの一方で、年間４０万頭もの犬、猫が殺処分されている現状を鑑み、動物愛護の精神と「命」

の大切さを再考して頂くきっかけとして、当クラブではメンバーの二藤さんの熱い思いから、写真展「ラストポートレ

ート～この世に生を受けて」を６月に「まちの情報館」にて開催しました。 

大阪在住のアニマル・フォト・ジャーナリストの児玉小枝さんが撮影。飼い主に捨てられ、動物収容施設で「殺処

分」される日を待つ犬や猫を撮影した「どうぶつたちへのレクイエム」を中心に、７０点ほどの作品を展示しました。 

１週間ほどの期間中、NHK テレビや新聞での報道もあり、多くの方においで頂き、この社会の現実に触れて頂きま

した。人と犬(動物)が共生できる心優しい社会に向け今後も活動を続けて行きます。 
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３、動物先進地・米国ロサンゼルスのドッグシェルターを見学！ 
 

あまりにひどい日本の捨て犬＆殺処分の多さに、クラブメンバーでいつも心を痛めていたのですが、「ラストポートレ

ート写真展」を開催している最中に「それなら、動物愛護の進んでいるアメリカのドッグシェルターを見に行ってみよ

う！」ということに急遽なり、５名のクラブメンバー有志で視察に行ってきちゃいました！（もちろんみんな自費です） 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

ツアーの目的 ： 加藤 佳子 
今の日本は空前のペットブームと言われ多くの家庭で犬、猫を飼っています。しかし、ご存知のように日本では年間

４０万頭の犬猫が殺処分されているのも事実です。私達クラブは、国際セラピードック協会の「捨て犬を保護し、犬

達が第２の犬生をセラピー犬として活躍、多くの人々の喜びを生み出す」という素晴らしい活動に賛同し、国際セラ

ピードッグ協会をサポートするクラブとして発足しました。 

セラピードッグとは何なのか？アメリカでは歴史のある「動物介在療法」も日本では馴染みがありません。クラブの

活動では、その説明から始まり、募金箱を置いて育成基金を募ったり、日本の悲惨な現実を伝え、命の大切さをもう

一度考えてもらうという啓蒙活動を行ったりしています。 

そんな活動の中で、ある時、メンバーから「殺処分されてしまう犬猫の写真展を行い、命の大切さ、捨て犬ゼロを目

指している」という写真家の話を聞き、沼津でも開催して多くの人に日本の悲しい現実を見てもらい、考える機会を

作ろうということになり、写真展を「まちの情報館」で開催しました。 

写真展には沼津だけでなく、遠方からも「捨て犬＆猫」をどうにか助けたいと思っている方々がたくさん来て下さいま

した。写真展を見た小学生は「涙が止まらない」と感想を書いてくれました。「保健所に連れていかれ、この世を去る

犬がいなくなればいいと思います。」とも。 

まったくその通りです。幼い子供の素直な優しい気持ち。捨て犬を出しているのは大人なのです。 

 

私達はこの写真展で、また「この日本の悲しい現実をどうにかしなければいけない」という思いを強くしました。欧米

では「ドッグシェルター」「アニマルケアセンター」など犬の避難所があるとのこと。私達は日本でも犬の避難所を作り

たい！勉強しよう！ということとなり、本では読んで知っていたけれど、実際にアメリカに行きノウハウを勉強してこ

ようということになったのでした！ 
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写真展を終えて～二藤 清美 

はるばる遠方から来てくださる方も多く感激。「がんばって下さい！」と言われ勇気が出ました。場所が違えど同

じ気持ちの人が他にもたくさんいることに元気づけられ、企画して本当に良かったと思います。 
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ＤＯＧ ＩＳ ＧＯＤの国 ： 水元 奈美 

 
「Ｎｏ ｋｉｌｌ ｃｉｔｙ」（殺さない街）を目標に掲げ活動しているアメリカのＳＰＣＡ。自分達と同じ気持ちを持った理想の形

がそこにある！！何故か、いてもたってもいられず、気が付いたらアメリカ行きの飛行機に乗っていました。アメリカ

では全部で4 つの施設を見学したのですが、そこには正に理想の施設があったのです。約３００頭も保護しているの

にもかかわらず、清掃，換気が行き届いており、清潔に保たれていて犬にとってとても良い環境が整っていました。 

ただ、施設を周るごとにアメリカと日本の間の壁が増えていった。レスキューの為のポリスマンがいる事や法律によ

る取締り・刑罰の重さの違い、寄付金の多さ、広い土地，ボランティアの教育プログラムが中心で、資格自体が存在

しない。など、正直気が重くなった。この沼津にアメリカのＳＰＣＡ並みの施設を作りたい！という強い志を持っていた

ものの、現実にアメリカの施設を目指そうとするとかなり大きなギャップがあり、問題をクリアするという事があまりに

も難しく感じ絶望的な気持ちにもなっていましたが、どんな現実を知ろうと「捨て犬ゼロ」を目指す気持ちに変わりは

なく、今思うことは日本全国の自分達と同じ志を持った団体を知り、アメリカの施設を見本に日本に合った施設の在

り方が必ずあるはずで、それを見出していきたいという事です。最後に一言、アメリカの施設で働くスタッフも、ＮＰＯ

しずおかセラピードッグサポートクラブのメンバーも同じ志と情熱を持ってい

るという点では共通していると思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ロサンゼルス・SPCA の全景            SPCA 施設内 

 

初めての海外でディープな研修！ ： 二藤 清美 

 
私は今回初めての海外旅行でした。何もかもが初めての事だらけでしたが、とても刺激的でした！そして行く所が、

行きたいと願っていた海外の動物保護施設だったので、興奮も倍増です！４カ所の施設を見学させてもらいました

が、共通して言える事は、とにかく衛生的！施設も保護されているコたちもです。決して尐なくない頭数の犬猫たち

の面倒をみるのは簡単なことではないはず。保護されているコたちも怯えた表情はしていませんでした。尐しの不安

はあっても、スタッフとコミュニケーションできるから希望の表情になるんだと思いました。施設の管理（衛生面含め）

も基盤となる資金があること・・公的資金や寄付も確保できる状態であることがすごい！日本との差を見せ付けられ

ました。そして、メンタル面。善意による寄付、ボランティアの意識！日本だと良いことをするのは気恥ずかしい・・み

たいな雰囲気があるのが悲しい。良いことは良いこととして受け入れてもらいたいです。今回の施設見学を終えて、

確かに日本は遅れているけど、私は逆に頑張るぞという意識が強まりました。動物にも人にも環境にも優しい、愛

の溢れる世界・・・頑張っていきます。 

 

    LA County Animal Care & Control のスタッフ        屋内＆屋外に行き来できる清潔なシェルター 
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シェルターを見学して ： 小泉 春香 
７月に、LA のドッグシェルターを見学しました。驚かされることももちろん多々ありましたが、私はまず日本での動物

愛護精神の浸透の無さを思い知らされ、大変ショックを受けました。 

アメリカでは犬を「物」として扱っている風景は微塵も見られませんでした。そのことが顕著に表れている所として一

番に挙げられるのは、やはり「ボランティア」の存在です。 

スタッフよりボランティアの数のほうが多いのです。日本では考えられないことです。どこのシェルターでも、ボランテ

ィアの方が生き生きと楽しそうな表情で活動をしていました。そして何より、犬たちの表情が明るい！！幸せを感じ

た瞬間でした。犬だって「命がある」のですから。 

日本の改善すべき点と、日本では見ることのできない犬たちの「生きている」表情を発見できた、非常に充実した３

日間でした。 

 

 

          里親希望のご夫婦                  希望者は散歩させマッチングを確かめます 

 

  ドッグポリスが虐待を受けていた犬をレスキュー       子どもたちがサマースクールで動物愛護を勉強 

 

４．２００６年 静岡県動物愛護フェスティバルに参加！ 
 

裾野市の県動物愛護協会主催により９月２３日に行われた

「動物愛護フェスティバル」に参加。サファリパークの動物た

ちが来てたり、犬のアジリティ（運動競技）が行われるなど、

多くの愛犬家で賑わいました。 

当クラブもセラピードッグの活躍や、捨て犬を無くすための啓

蒙写真ボードを展示して多くの皆さんに見てもらいました。 

やはり、普通のイベントに比べて意識の高い人が多く、熱心

に写真を見て考える姿が見られました。 

来場者の半分以上は子ども達でしたが、幼尐の頃から動物

と触れ合い、動物愛護精神を養うことは大切です。 

「命」あるものすべてに心優しい人間になって欲しいと 

願います。 
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【定例勉強会から】～「動物愛護法」 
 

毎月メンバーの小泉さんによる「犬の勉強会」を定例運営会議で行っていますが、１０月のテーマは「動物愛護法を

理解しよう！」。まだまだ日本の法整備は遅れていますが、以下2 つの主文だけは知っておいて下さい！ 

 

「動物の愛護及び管理に関する法律」 
第一条 （目的） 

この法律は、動物の虐待の防止、動物の適正な取扱いその他動物の愛護に関する事項を定めて国民の間に動物

を愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵養に資するとともに、動物の管理に関する事項を

定めて動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止することを目的とする。 

 

第二条 （基本原則） 

動物が命あるものであることにかんがみ、何人も動物をみだりに殺し、傷つけ，又は苦しめることのないようにする

のみでなく、人と動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適性に取扱うようにしなければならない。 

 

【推薦図書】 ～「癒される日々～ペットの死をこえて」 著者ゲーリー・コワルスキー晶文社 
    心癒される犬たちの「命」を再考させてくれる本です。是非ご一読を！ 

                     （以下抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 
Ū ׀ ȿɫɨǲ ǙȒ ƼEYE CONTACTƽ 

   ȵɱȮɩCD Ṹ  
ǮǵȹɧɒɶɇɁȮ Ҳș ╠ǞǭǔǦ׀ ȿɫɨƳ ǭ

ǧǪǦȿɫɨǵ Ǔ ǵʥ⃰Ǳ ǦǨǵṑ șẀǏȒȅ

ǮǲǱȑȅǞǦƳ 

ǤȚǱȿɫɨǓ˥ǖǱǪǦẋǲẎ ɆȨɩ Ǔ̸ǪǦȿɫɨǿ

ǵ Ƴ 

ƲǑ ǋ Ȉ ǔƲǑ ǔʤǜǋ 1050ЛǮǠ  

ū Ẏ ɆȨɩ ȿɡɨɄȡɅȡɈɶȵɥȤ  
ʫ ǵɝȷȽɶȢȦɫɶɔɩɶȷǲȏȒ ҲǵȱɱȳɶɆǓ 

Ʋ ǵ ǲ ȑƲ ˬ ǵɫȢɢɩ

ɏɶȭəɄɩǲǭ ȖȓȅǠƳ 

ʰ ǯȉӫ♥ ֞̂Ʋ ɅȡɈɶƲ ȵɥȤ ỒǮƲǑʝ˲ 0, ЛǮǠƳ֛ ǵʝ Ƕȹɧ

ɒɶɇɁȮ Ḩ ǲὫ̂ǜȓȅǠƳȅǧ˔ Ʋ ǲֻǋȅǠ  

 

 

神よ、わたしたちの友である動物たちのために捧げる、このつましい 

祈りをお聞き入れください。とくに苦しんでいる動物のために祈ります。

迷子になったり、置き去りにされたり、お腹をすかせていたり、 

脅かされたり、狩りとられた動物のため、また殺される運命にある 

動物すべてのために祈ります。動物たちにかわり、あなたの憐れみ 

と慰めを乞い願います。加えて動物を扱う人々が、思いやりある 

こころをもち、暖かいことばをかれらにかけるよう祈ります。 

わたしたち人間をかれらの真の友にし、真の友にふさわしく、憐れみ 

にあふれるあなたの恵みをかれらとともにできるよう 

お祈り申し上げます。 

 

 

新規会員募集中！ 

捨て犬を無くしセラピードッグに育成することをサポートしている当クラブの活動に参加しませんか？ 

運営会議や行事への参加をお願いします！年会費３０００円、会員の方には会報を年２回送付。 

「人と犬との共生」を目指し、心ある方のご参加をお待ちしております！ 

 


